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富山市定例市長記者会見（令和７年６月２日） 

 

■令和７年６月補正予算案の概要について 

  

【市長】 

まず、令和７年６月補正予算案の概要についてでございます。 

今回６月市議会定例会が間近に迫っておりますが、その内容について簡

単にお伝えしたいと思います。 

 

まず補正予算の規模につきましては、一般会計においては、３４億２，

９００万円余り、特別会計では１０億１，６００万円余り、企業会計では

１億５，６００万円余りとなってございます。 

今回の補正予算については、４月に市長選挙を控えていたことから、当

初予算に計上せず、補正予算で対応することとした新規事業などの、いわ

ゆる肉付け予算を主に編成をしております。 

以下主な事業について説明を申し上げます。 

 

まず、「Ⅰ 当初予算に計上しなかったもの、いわゆる肉付け予算」に係

る事業について報告します。 

私の選挙公約の大項目別に説明をいたします。 

まず、「安全・安心なまちづくり日本一とやま」では、１つ目、「ケーブ

ルテレビネットワーク耐災害性強化支援事業補助金」は、新規事業でござ

います。 

災害対策として、上婦負ケーブルテレビが実施するネットワーク複線化

整備に対し、国の支援に上乗せして支援を行うものでございます。 

 

２つ目、「橋梁耐震計画改定業務委託料」は、緊急輸送道路にある橋梁に

つきまして、必要な対策を整理し、優先順位を付けて確実に耐震対策を進

めていくため、橋梁耐震計画の改定を行います。 

 

（公約の）２つ目、「活き活きひとづくり日本一とやま」の主な事業では、

１つ目、「みんなニッコリ幼稚園・保育活動充実備品購入費等」は、新規事
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業でございます。 

市立幼稚園、保育所及び認定こども園におきまして、質の高い教育や保

育を安定的に提供するため、各施設の裁量において保育材料や遊具等を購

入できるようにします。 

 

２つ目、「アオハルライドパス作成業務委託料」も、新規事業です。 

公共交通の重要性を育むモビリティマネジメントを推進するため、１万

円分をチャージしたＩＣカード乗車券を、卒業時に小学校６年生に配布を

いたします。 

 

３つ目、「メタバースプラットフォーム構築業務委託料等」も、新規事業

でございます。 

増加傾向にある不登校児童生徒対策として、仮想空間であります「メタ

バース」、これを活用して相談や指導などを行い、社会的なつながりや交流

を促すことにより、不登校児童生徒を支援していきたいと思っております。 

 

次に（公約の）３つ目でございますが、「持続可能なまちづくり日本一と

やま」の主な事業では、１つ目は、「スマートシティ先導的モデル事業委託

料等」は、新規事業でございます。 

熊野地区におきまして、地域ＳＮＳや、富南会館への「施設予約システ

ム」及び「スマートロック」の導入などにより、地域コミュニティの活性

化を図ってまいります。 

 

２つ目、「水橋地域農業拠点づくり基礎調査業務委託料等」も、新規事業

でございます。 

水橋学園の開校に伴いまして、閉校となります小中学校の跡地活用とい

たしまして、地域に根差した農業拠点づくりの検討基礎調査を行ってまい

ります。 

 

３つ目、「人流等分析システム使用料、地域拠点等動的データ分析業務委

託料」も、新規事業でございます。 

コンパクトなまちづくりを推進するため、ＧＰＳの位置情報を用いた動

的データを活用して、駅や各施設等の来訪者数、来訪者属性、周辺交通量
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などを調査、分析いたします。 

 

（公約の）４つ目、「豊かさ日本一とやま」の主な事業では、１つ目とし

て、「ガラス作家独立支援事業補助金」は、新規事業でございます。 

ガラス作家が本市で個人工房を開設する際に、その設備投資資金の一部

を支援いたします。 

 

２つ目、「くすり関連施設整備アドバイザリー業務委託料等」は、くすり

関連施設整備に向けた受託者の公募準備を行いますとともに、市民や企業

の機運醸成を目的に、「富山のくすり」に関する体験型イベントを開催いた

します。 

 

３つ目、「山田地域観光施設利活用事業委託料等」は、牛岳温泉スキー場

及び周辺施設につきまして、利活用に向けた受託者の公募準備を行うとと

もに、利活用の大変難しくなりました牛岳温泉グリーンパレスの解体に向

けた設計を行っていきたいと思っております。 

 

（公約の）５つ目、「連携日本一とやま」の主な事業では、１つ目、「み

らい市民パスポート事業委託料」は、新規事業です。 

関係人口の拡大を図るため、県外在住者に「みらい市民パスポート」と

名付けたＮＦＴを発行し、情報提供や各種特典を付与いたします。 

 

２つ目、「しあわせプロモーション事業委託料」も、新規事業でございま

す。市民や本市への来訪者の「しあわせ」を共有、増幅するプロジェクト

用キャラクターを、生成ＡＩを活用して作り出し、本市の住みよさや魅力

をＰＲしてまいります。 

 

３つ目、「奨学金代理返還支援事業広報費」も、新規事業でございます。 

奨学金の返還義務がある従業員を雇用し、その奨学金を代理返還してい

る市内中小企業に対しまして支援を行います。 

今年度は、事業を周知するための広報を行いたいと思っております。 

 

次に、大きな項目の２つ目でございますが、「インバウンド対策等」に関
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する主な事業について、ご報告申し上げます。 

これは、今年１月に、アメリカの「ニューヨーク・タイムズ」が発表し

ました「２０２５年に行くべき５２か所」に富山市が選定されたというこ

とに伴うものでございます。 

令和７年３月補正予算や、令和７年度当初予算においても、関連経費を

計上いたしたところでありますが、さらなるインバウンド対策を行うもの

で、この好機を逃さずに、国内外への本市のＰＲにつなげてまいりたいと

考えております。 

 

まず１つ目、「城址公園内ＴＯＹＡＭＡ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ回線速

度改善業務委託料」でございますが、現在の富山城址公園内に設置されて

いるＴＯＹＡＭＡ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉにつきまして、利用者の皆さん

から満足な通信速度が得られていないというご意見を多数いただいてお

りますので、その改善を行いたいと考えております。 

 

２つ目、「おわら風の盆行事補助金」でございますが、これは、ニューヨ

ーク・タイムズでおわら風の盆が紹介されましたことにより、外国人観光

客の増加が見込まれるため、仮設トイレの洋式化や、外国人向けパンフレ

ットの作成などを支援してまいりたいと考えております。 

 

３つ目、「県庁線外区画線・歩道補修工事、城址公園修景施設景観向上整

備委託料」でございます。 

この委託料でございますが、富山駅周辺道路の区画線補修や歩道タイル

などの舗装の補修、城址公園内の枯損木等の伐採を行いまして、来訪者へ

の良好な環境整備に努めてまいりたいと考えております。 

 

次に、大きな項目の３つ目でございます。 

令和６年能登半島地震関連に関するものでございます。 

岩瀬地区の重要文化財旧森家住宅について、従来の建物傾斜等に加えま

して、令和６年能登半島地震の影響により損傷した箇所の補強工事を２か

年かけて行います。 

 

次に（大きな項目の４つ目）「合併２０周年記念事業」、でございますが、
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令和７年度当初予算で記念式典などの経費を計上したところでございま

すが、さらなる記念事業を実施することにより、本市の一層の発展に向け

た契機にしてまいりたいと考えております。 

 

まず１つ目でございますが、「伝統芸能イベント事業委託料」でございま

す。合併２０周年を契機に、旧市町村の各地域に伝わる伝統芸能を披露す

るイベントを開催し、郷土に対する親しみやシビックプライドの醸成を図

ってまいります。 

 

２つ目は、「スマートはたちの誓い事業委託料等」でございます。 

合併した年度に生まれ、２０歳の節目を迎えられます市民の皆さんから、

１０年後の自らのビジョンを募り、それぞれの夢に向かって進む決意など

を特設サイトに公開いたします。 

 

次に、大きな項目（の５つ目）でございますが、「国・県等の追加承認に

伴うもの」に関する主な事業といたしまして、「コミュニティ助成事業補助

金」でございます。一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事

業助成金について、助成決定を受けたため、町内会のコミュニティセンタ

ーの建設などへの助成を行いたいと思っております。 

 

最後に、「その他の追加補正等」に関する主な事業についてであります。 

まず１つ目、「定額減税補足給付金（不足額給付）等」は、令和６年度の

定額減税において給付すべき額に不足が生じた方に対して給付を行うも

のであり、財源は全額国庫補助金となっております。 

 

２つ目、「新型コロナ予防接種業務委託料等」は、６５歳以上の市民の方

と、６０歳以上６５歳未満の心臓等に障害を有する方に対して、新型コロ

ナウイルスワクチンの予防接種を行います。 

 

３つ目、「水道事業・公共下水道事業会計の料金システム改修委託料等」

は、新規事業でございます。 

上下水道事業経営審議会からの答申を受けまして、令和８年４月１日か

ら、水道料金及び下水道使用料を改定するため、利用者への周知広報や料
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金システムの改修を実施いたします。 

 

４つ目、「公共下水道事業会計の大規模下水道管路特別重点調査等委託

料」、これも新規事業でございます。 

埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえて、国の要請に基づきまして、下

水道管路の劣化状況を把握するため、重点調査を実施いたします。 

 

５つ目、「病院事業会計の市民病院施設整備事業費」も、新規事業であり、

これは肉付け予算となっております。 

別々であった陣痛室、分娩室、回復室を一体となった部屋とすることで、

妊産婦の身体及び精神的な負担を緩和し、お子さんを産みやすい環境を整

備いたします。 

 

主な事業の説明は以上でございます。 

各事業の詳細につきましては、資料に掲載の担当課にご確認をいただき

たいと思います。 

また、補正予算案や、６月議会に提出いたします議案につきましては、

資料としてお配りしている議案概要書や補正予算案の概要も参考にして

いただきたいと考えております。 

 

６月補正予算案の説明については以上でございます。 

 

■「Ｔｏｙａｍａウォーターコンペ」について 

  

 

【市長】 

この度、本市の魅力の１つであります、とやまのおいしくて安全安心な

水道水を市民の皆さんもとより、観光やビジネス等で来訪された方々にも

知っていただくことを目的に、ＰＲ用のポスター及びキャッチコピーを新

たに募集する「Ｔｏｙａｍａウォーターコンペ」を実施いたします。 

 

募集期間は、６月１０日火曜日から８月７日木曜日までの５９日間でご

ざいます。 
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富山市民の方はもちろん、富山市民以外の方であっても、１６歳以上の

方であれば、どなたでも応募可能となっております。 

募集要項などの詳細につきましては、富山市のホームページをご確認い

ただきたいと思います。 

 

賞につきましては、最優秀賞がポスター部門、キャッチコピー部門で各

１点、副賞といたしましてポスター部門が１０万円、キャッチコピー部門

が５万円となっております。 

また、優秀賞が各部門で、各２点、副賞としてポスター部門が各３万円、

キャッチコピー部門は各１万円となってございます。 

受賞作品の発表は、８月２８日を予定しております。 

 

これまで本市では、元政策参与でおられました、故人でございますが長

友啓典さんが作成された「とやまの水」のペットボトルをモチーフにした

デザインポスターを、ＰＲ用として使用してまいりました。 

このポスターとともに、このたび公募によって作成する新しいデザイン

のポスターとキャッチコピーについても、とやまの水のおいしさや安全性

の発信に広く活用してまいりたいと考えております。 

 

ぜひ多くの方々に応募していただくことを期待しております。 

 

 

■「みんなでバスをつくろう！」の開催について 

  

【市長】 

本市では令和８年４月に開校する水橋学園や、市内の他の小学校の統合

に伴い、「スクールバス」を新たに１０台導入することにしました。 

また導入するスクールバスには、新たにバス通学となる子供たちの不安

を和らげるとともに、子供たちの豊かな心の醸成を図ること、さらには、

学校生活や市民の皆さんの日常風景への彩りを添えることなどを目的に、

ラッピングバスとし、ラッピングを施すということにいたしました。 

このたび、そのデザインを考える「小学生向けのワークショップ」を開

催しますので、お知らせいたします。 
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このワークショップでは、富山の「水・緑・空」をデザインテーマに設

定し、子どもたちにラッピングデザインを考えていただきます。 

武蔵野美術大学の学生さんにもアシスタントとして参加していただく

ほか、同大学出身で、子供向けワークショップの経験が豊富な２人組のデ

ザインチーム「㈱ｍｉｎｎａ（ミンナ）」にディレクションをしていただく

ということになっております。 

 

ワークショップの開催日等につきましては、ご覧の通りでございます。 

市内在住の小学生を対象としており、各小学校を通して、募集案内を配

布いたします。 

ラッピングバスの完成につきましては、令和８年１月末を見込んでおり、

機をとらえて、皆様にご報告を申し上げたいと思っております。 

 

==================================================================== 

■質疑応答 

 

【記者】 

今ほど発表されました補正予算案は、市長にとって２期目最初の予算編

成になります。肉付け予算になると思いますが、今回の予算編成の手応え

と、補正予算の中で特に思い入れが強い事業をその理由と合わせてお聞か

せください。 

 

【市長】 

今回の選挙では、選挙公約といたしまして、緊急政策として「安全・安

心なまちづくり日本一とやま」、最重要政策として「活き活きひとづくり日

本一とやま」、重点政策として３つございますが、「持続可能なまちづくり

日本一とやま」、「豊かさ日本一とやま」、そして「連携日本一とやま」、こ

の５つを掲げました。 

 

こうしたことから、今回の６月補正予算案には、これらの公約の実現に

向けまして、新規事業３０事業を含む計３５事業を「肉付け予算」として

盛り込んだところでございます。 
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私が思い描く「幸せ日本一とやま」の実現に向けて、２期目のスタート

にふさわしい施策になっているものと手応えを感じているところでござ

います。 

 

特に人口減少、少子化対策は待ったなしの状況でありまして、私も大変

強い危機感を抱いております。 

このため、公約では最重要政策として、子どもを産み育てやすい「子育

て日本一とやま」の実現を掲げており、施策の充実に一層努めてまいりた

いと考えております。 

 

まず先ほども説明しましたが、妊産婦の方々の分娩時のご負担を緩和す

るため、富山市民病院にＬＤＲ室を整備いたします。 

このＬＤＲ室の整備によりまして、年々増加している無痛分娩にも迅速

な対応をすることが可能となります。 

 

また、不登校などの児童生徒さんに対しまして、先ほど言いました通り、

メタバースを活用いたしまして、社会的なつながりや交流を促す事業に取

り組んでまいります。外部とのコミュニケーションがなかなか取りづらい

お子さんもいらっしゃいますので、そういう方々が外部とのコミュニケー

ションの第一歩として、コミュニケーションをとっていくツールとしてメ

タバースを活用していきたいということであります。 

 

さらにはＩＣカード乗車券を小学校６年生の卒業時に配布いたします

「アオハルライドパス事業」によって、公共交通の利用を促進し、児童生

徒に直接、公共交通の大切さや、地域の特性、違いを理解してもらおうと

思っております。 

公共交通を実際に自分で使ってみたり、乗り継いでどこかに行ってみる、

お子さんのときからそのようにやってみるということは非常に大事でご

ざいますので、これは公共交通政策だけではなく、未来を担う子どもたち

への投資という観点からも、非常に大事な事業だと感じております。 

 

加えて、人口が減少する中にありまして、移住促進や関係人口の拡大な

ど社会増につながる施策も重要であります。このことから、デジタルデー
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タの活用による情報発信などを行い、関係人口の拡大を図る「みらい市民

パスポート事業」を実施します。これは先ほどお伝えしたとおりでありま

す。 

 

また、持続可能なまちづくりを進める上では、「スマートシティの推進」

も非常に重要であると考えております。 

このため、熊野地区で、これも先ほど申しましたが、デジタル技術の導

入による地域コミュニティの活性化を目的に、「スマートシティ先導的モ

デル事業」を実施します。 

このモデル事業で導入したデジタル技術やサービス等を、しっかりと横

展開していくという目的がありますので、１つの自治振興会全体で取り組

む総合的なスマートシティ関連の取り組みとしては、非常に重要な位置付

けであると考えております。 

 

そして、「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり」に

ついても、引き続き、富山市の政策の柱でございますので、しっかりと取

り組んでまいらなければならないと考えております。 

例えば、ＧＰＳの位置情報を活用して、駅や各施設の人流等を調査分析

する経費や、高山本線のパーク＆ライド駐車場の整備も盛り込んでいると

ころでございます。 

 

先ほどもご説明しましたが、今年は、「ニューヨーク・タイムズ」が発表

した、「２０２５年に行くべき５２か所」に選定されておりますことから、

たくさんの外国人観光客や国内からも観光客が来られるということ、そし

て市町村合併から、平成の合併からちょうど２０周年の節目を迎えたとい

うことでございます。特別な年ということでございますので、インバウン

ド対策関連事業や、合併２０周年記念事業等についても、予算を重点的に

配分したところであります。 

 

しっかりと合併の検証等もやらせていただきましたが、現在の立ち位置

も検証しながら、いろんな方との交流やご意見を伺いながら、未来の子ど

もたちにしっかり持続可能なまちを残していけるように、そのような節目

の２０周年にしたいと考えております。 
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==================================================================== 

【記者】 

補正予算の発表時に、市長が併せて会見をするようになった思いをお聞

かせください。 

 

【市長】 

予算については、記者の皆さんへの記者レクというものもあると思いま

すが、やはり市長が思いを持って、報道の皆さんにお伝えするということ

は非常に大事であると思っております。たまたま６月の当初の定例記者会

見のタイミングにぴったり合いましたので、しっかりと報告をさせていた

だきました。 

当初予算は重要でございますので、しっかりと記者会見ではお伝えして

おりますが、できれば年に４回議会がありますので、その都度、主要事業

や補正予算の中にしっかりとお伝えしなければならないものや重要な施

策等があれば、会見でもしっかり皆さんにお伝えしたいと思います。 

 

==================================================================== 

【記者】 

補正予算の中に、８月１日の花火大会に合わせて、戦後８０年の鎮魂花

火を上げるという事業があるかと思います。今年は戦後８０年ということ

で、特別な１年になるかと思いますが、鎮魂の花火を上げることに対する

市長の思いをお聞かせください。 

 

【市長】 

富山大空襲は、富山市にとっては大変な惨事でありました。 

このことは、私の亡くなった父親が西四十物町の出身だったので、私も

よく幼い頃にはその実家に遊びに行きました。父親は藤井の家に養子に来

ておりまして、その戦禍を養子先から、要は田舎の方から見て、空が本当

に夕焼けというかオレンジというか、どす黒い赤色というか、赤と黒を混

ぜた色というか、何とも言えないその光景というものは、やはり非常によ

く覚えていると言っておりました。当時中学生であったということだと思

いますが、実家も含めて、小学校区で言えば西田地方校区でありますので、
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焼けたということでありました。 

そのような、父親からよく聞かされた体験が、まだまだつらつらと、同

級生がどうだった、そのあとどうしたなどいろいろ聞かされましたが、私

の戦争体験でございますので、（私は）８０歳にはなっておりませんが、ち

ゃんとそのように伝え聞いていくということは、非常に大事なのだと、今

更ながら、亡くなった父親の話を聞いておいて良かったなと思います。 

それが私の戦争体験でありますので、しっかりと、その鎮魂花火も含め

て、戦後の遺品や戦時中の遺品の収集等も今やっておりますが、そのよう

なことや、その（遺品の）展示方法をどうするかも含めて、しっかりとこ

の８０年を機に、いろんな方々のご意見を聞きながらしっかりと考えてま

いりたいと思っております。 

二度とこのような過ちを起こさないために、しっかりと後世伝えていく

ということも我々の大事な責任だと思っております。 

 

==================================================================== 

【記者】 

間もなくニューヨーク・タイムズの５２か所に選定されてから半年にな

るかと思います。市長が街を目で見て、また、事業者と話をしてみて、こ

の半年どんな変化があったかお聞かせください。 

 

【市長】 

２月は大雪でしたが、ガラス美術館の館長にお聞きしたところ、（２月の）

来場者がもう前年の２倍以上なっております。その中身は、アジアからの

お客様はそこそこ多いのですが、国内や県内からのお客さんがたくさん来

られたということでした。 

ガラス美術館は知っていたけれど、また、近くにあるのなら見に行こう

ということで、そこでもうすでに２倍ぐらい以上になっておりましたとい

うことです。また、ガラス美術館だけのことを言いますと、今現在、今日

見に行っていただければたくさんの観光客の方が国内外から来てらっし

ゃいます。 

まちなかも、ここ数日間３日間は山王さんでしたので、山王さんのお客

さんもたくさんいらっしゃいましたが、キャリーバックをゴロゴロ転がし

ながら歩いておられる、特に欧米の方々をお見受けするようになってきま
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した。 

ホテル旅館業の方々とお話しても、明らかに宿泊者数が増えております

し、海外の方が多いと伺っておりますので、実績として何倍に増えたとい

うデータはまだ手元にないですし、外国の方がどれぐらいで、県内の方が

どれだけ、県内外がどれだけという数字のデータは持ち合わせておりませ

んが、関係者の方々にお聞きしたら、もう確実に２倍以上になっていると

いうことでございます。 

富山も宿泊者数は増えておりますが、欧米の方々は金沢を拠点に５日間

や１週間泊まられて、福井や富山も回られる方も結構多いです。外国の方

で歩いている方に片言の英語でちょっと話を聞いてみると、金沢ステイし

ており、富山はニューヨーク・タイムズで選ばれたので、今日と明日富山

に来て遊んでみようと思うという外国人の方もいらっしゃいましたので、

やはりニューヨーク・タイムズの影響は非常に大きいなと思っております。 

関連事業はたくさん打ってますので、また詳細を見ていただければと思

います。 

 

==================================================================== 

【記者】 

２９日に発表のあった富山地方鉄道の決算についてです。鉄道事業の赤

字が８億円ということで、（富山地方鉄道の）中田社長から行政の支援がな

ければ廃線も検討しなければならないという発言もありましたが、沿線自

治体の市長として受けとめをお聞かせください。 

 

【市長】 

コロナ禍以前からも鉄道線については、非常に厳しい経営をされていた

ということは存じ上げておりましたが、コロナを経て、やはり乗客数が激

減しました。そのことによる、軌道線はいいのですが、長い距離の鉄道が

全くやはり赤字区間がどうしようもないような経営状態になっていると

いうことを中田社長からも聞いておりますし、また数字も見せていただい

て、非常に苦労しておられるなと思います。 

私の地鉄の印象は、公共交通の一翼を担う地方鉄道だという使命感が非

常におありの会社であり、ダイヤもつい最近までは本当に工夫されており、

便数もそれなりに混雑時はたくさんあったということでございますので、 
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公共交通の使命を果たすために今まで頑張ってこられたのだなと非常に

評価をしております。 

その上で、今知事にも入っていただいて、地鉄の鉄道線を、これは本線

と立山線と不二越・上滝線と大きく分けて３つありますので、本線並びに

立山線・不二越上滝線の２つの分科会に分かれて、赤字区間等も含めて、

どういうところが問題点でどういう改善をしていく、また、投資的な観点

でどのようにそれぞれ３つの路線に公的な資金を入れていけるのかとい

うことも、地鉄さんも県も入っていただいて、今詰めているところですの

で、中田社長の思いは非常によくわかりますので、本当にスピードアップ

して、結論を急ぎたいなと思っております。 

==================================================================== 

 

※発言内容を一部整理して掲載しています。・・・富山市広報課 


